
中 学 卒 業 後 の イ メ ー ジ

最終的には

中学校卒業

進学 就職 自宅

・社会人として日本社会を構成。収入を得て、生活を維持。
・正規雇用、非正規雇用など、複雑な問題もある。（福利厚生、保証、給与格差な
ど）
・転職等、自分の能力に応じて収入も変わる。ただ、転職のさい、高校卒業の資
格が必要になることがある。高校卒業の資格を取るためには、別途通信教育での
資格取得が必要になる。
・豊田工業学園、デンソー工業学園など、高校卒業資格の取れるケースもある。
・現在、恵那市において募集はない。（他都市では募集のあるところもある。また、
縁故等での話はあるかもしれない。）

・どこにも所属せず、家で過
ごす。
・膨大な時間をどう過ごす
か？という課題がある。
・家業を手伝うというのは、
就職にあたる。
・専業主婦（主夫）という可
能性もある。

・最新の高校進学率は９８％。大きく次の方向性が考えられる。
１ 普通高校・・・・大学進学または、専門学校進学を前提とした教育を行う。
２ 実業高校・・・・卒業後、就職を前提とした教育を行う。
３ 総合高校・・・・進学、就職両方を前提として入学し、その後方向性を定める。
４ 通信制高校、専門学校・・・・通信制高校は、自宅にいながら、課題をクリアーすれば高校卒業と同等の資

格を取れる。進学、就職に対応。専門学校は一部の技能に特化して教育を受
けられる。高校卒業の資格を取れるところとそうでないところがある。

５ 特別支援学校・・・・体が不自由な人が就労のために学ぶ学校。
６ 高等技能専門学校・・・・通常の高校より修学期間が長い。（５年など）工業系の技能に特化した学校。

普通科 商業・工業・農業科 総合学科 通信制・専門学校

・中学校の５教科の授
業のより高度、内容
の深いことを学習。
学校によっては、中
学校の宿題なんて「天
国」と思えるくらい。
・大学進学が前提な
ので、卒業後、就職
を考えている人は自
分で就活しなければ
ならない。学校への
求人はほぼない。

・商業は、簿記など経理の内容を学習。経済の基本的
な仕組みや書類の書き方などを習う。模擬会社の経営
などを行う。
・工業は、中学校での技術のような内容の、より高度
な内容の学習や、より高価な機械を使って技能の腕を
磨く。実習が多い。
・農業は野菜や果樹の育成法、流通、食品化学に関す
ること、バイオテクノロジーなどを習う。実習が多い。
・いずれの高校も、資格取得に力を入れている。（英
検、漢検みたいなもの：もちろん各業界の専門資格）
・地元の企業の求人が多い。（求人が多いと言っても、
希望を聞いてもらえるのは、成績優秀者から。）
・大学進学も増えている。

・高校卒業後、進学か、就職
か定まらないとき、もう少し
自分の特性を見極めたいとい
う人が進むケースが多い。商
業的なことも学習しつつ、大
学入試にも備えるという方
針。ただ、３年間考えるので
はなく、多くは、２年生進級
時には方向性を決めなければ
ならない。
・両方学習するので、普通科
や実業科に比べ専門性が弱く
なる可能性がある。

・通信制高校は、基本的には学校に通
わない。送られてくるテキストで学習
し、レポートを郵送して学習を進める。
ただ、スクーリングといって、決めら
れた期間に一定期間合宿制で生徒が一
同に介し、授業を受けることがある。
・高校によっては、定期的に校舎に通
うケースなど、色々な場合がある。
・専門学校は、トリマー、アニメ、コ
ンピュータ、自動車整備士など、ある
特別な技能資格について特化して学べ
る。高校卒業資格をとれるところもあ
る。

公立高校 私立高校

・岐阜県立、中津川市立などの国や自治体が運営する高校。

特別支援学校

・体に障がいのある人
のみ進学でき、就労の
ための専門的な学習を
する。障がいを証明す
る手帳が必要。
・県内では公立学校の
み。私立はない。

就職 自宅

・個人の運営する高校。

公立・私立大学
大学院

専門学校

就職や自宅を選択した人でも
その後、高校卒業の資格を取り、
大学に進学したり、専門学校に
後から入学するという方法はあ
ります。

高等技能専門学校

・ここでは割愛しま
す。興味のある人は直
接先生のところまで。

高校には「科」の違いの他、
公立・私立の違いがあります。
私立を複数受験したり、私立と
公立を受験することはできます
が、公立を複数受験することは
出来ません。（二次募集を除く）


